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報告題名報告題名報告題名報告題名    水田水田水田水田・・・・畑作経営所得安定対策下畑作経営所得安定対策下畑作経営所得安定対策下畑作経営所得安定対策下におけるにおけるにおけるにおける    

集落営農集落営農集落営農集落営農のののの経営多角化経営多角化経営多角化経営多角化のののの動向動向動向動向とととと課題課題課題課題 

 

報告者報告者報告者報告者                福田哲也福田哲也福田哲也福田哲也 日時日時日時日時    １１１１１１１１月月月月５５５５日日日日    午後午後午後午後３３３３時時時時～～～～ 

(所属分野所属分野所属分野所属分野)  農業経営経済学分野 場所場所場所場所    第第第第８８８８講義室講義室講義室講義室 

座長座長座長座長    佐佐佐佐々々々々木木木木 議事録担当者議事録担当者議事録担当者議事録担当者    宮里宮里宮里宮里 

出席者出席者出席者出席者 

長谷部、安江、両角、米澤、米倉、冬木、川島、伊藤、石井、齋藤、鹿嶋、小山田、張、

韓、スチン、ソ、柳瀬、宮本、安部、神浦、佐々木、福田、水木、宮里、渡邊、山下、泉

井、遠藤、齊藤、鈴木、滝田、中村、水野 

報告要旨報告要旨報告要旨報告要旨 

 平成19年度より施行された「品目横断的経営安定対策（現、水田・畑作経営所得安定対

策）」の中で、認定農業者とともに一定の要件を満たす集落営農が対象とされた。それに

伴い、全国で集落営農組織が急速に設立された。 

 特に、東北においては平成19年2月の2170組織から平成20年2月の2825組織へと1年間

で30%以上増加した。しかし、経営安定対策の施行に伴って設立された組織の中には補助

金を受け取る目的のためだけに設立された、「受け皿」組織が多いことが指摘されている

。こうした組織が「受け皿」組織から脱却し経営体として自立していくことは重要な課題

である。 

それと同時に、「東北は基本的に不安定兼業地帯であり、単なる省力化を志向する集落

営農活動は許容しがたく、構成員の就業確保・拡大を保証するような複合化が要求される

」という指摘もなされている。東北の中でも経営安定対策の施行に伴い急速に集落営農組

織が設立された宮城県においては、経営安定対策の加入申請にあわせて設立された県内の

460組織に対して重点的に支援を行うため、「集落営農ステップアップ支援事業」を創設

した。その中で、「農業所得確保に向けた経営展開の推進」として園芸作物の導入が推進

されている。また、ＪＡ古川は集落営農組織に対して、加工・業務用露地野菜の契約栽培

を斡旋している。これらに加えて、近年の米価低迷の影響も大きく、経営安定対策に伴っ

て設立された集落営農組織にとって所得の確保につながるような経営多角化が直近の課

題の1つであるといえる。 

 本報告では、大崎市古川において経営安定対策に加入するために平成18年に設立された

Ｆ生産組合を対象とした。Ｆ生産組合では、設立直後から主に所得の確保を目的として園

芸作物の導入が模索されている。Ｆ生産組合の構成員に対して悉皆調査を行い、その結果

をもとに経営多角化の動向と課題について報告する。 



質疑質疑質疑質疑・・・・応答応答応答応答 

米沢米沢米沢米沢：キャベツやブロッコリーは、同じ畑で栽培しているようだが連作障害にならないの

か。 

福田福田福田福田：詳しくわからないが、多分影響があると思います 

米沢米沢米沢米沢：作付作目は生産組合内で計画するのか。 

福田福田福田福田：そうです 

 

安江安江安江安江：調査結果８に関して、直売所の開設を希望している人の内訳について男女比を教え

て欲しい。 

福田福田福田福田：データが手元に無いのでわからないが、男女の偏りはなかったと思う。男女比で偏

りがあったのは調査結果７の部分である。「加工用米」に答えたのは、全員女性で

した。 

安江安江安江安江：調査結果 6に関して、非参加者が「新作物の導入」と答えている割合が多い。この

内訳の男女比が分かれば、まとめの部分につながるのではないか。たとえば、農閑

期の専業農家、女性・高齢者の活用など、余剰労働力の話が具体的にできるのでは

ないか。同時に、「現状維持」や「作付中止」など、ネガティブに評価しているも

のも比較するといい。この回答で「よくわからない」と答えている人々の属性を知

れば、さらに面白い結果になるのではないか。出来るだけ多くの属性をクロスさせ

て調べるといいだろう。 

 

長谷部長谷部長谷部長谷部：この目的は、経営の多角化について、いろいろ調べたいということか。 

福田福田福田福田：そうです。 

長谷部長谷部長谷部長谷部：スライド 24の中に、「自発的」という言葉が急に出てきているが、どういう意

味か。今後の計画と合わせて教えてほしい。 

福田福田福田福田：より自発的にということです。JAや普及センターの指導を全く受けないのではな

い。これらに頼り切るのではないという意味での「自発的」。両面を見ることがで

きたらいい。 

長谷部長谷部長谷部長谷部：より自発的か、否かをみていくと時間が足りないのではないか。 

 

冬木冬木冬木冬木：経営多角化は集落営農に限った事ではない。この事例を調べるだけでは面白くない

ので、修論をまとめるときの落とし所が必要である。集落営農であるがゆえに経営

多角化の特徴がこのように出た、ということを調べられたら面白いのではないか。

また、示唆的に言っていた JAや普及センターの強い指導の影響力、経営安定対策

があった上で、経営多角化ができたことを指標との関係についてまとめられたら面

白いのではないか。単発の法人化の経営多角化と何が違うのか調べるのもいいと思

う。法人経営とか調べる予定なのか。 

福田福田福田福田：はい、やってみようと思います 

 


